
■供給食数：2,040食(＋保育分500食)
　　　　　　　【幼２・小３・中１】

■建築年度：Ｓ44・Ｓ55・Ｈ10
■耐震：Ｈ10年分のみ有

■供給食数：670食
　　　　　 【幼１・小２・中１】

■建築年度：Ｈ２
■耐震：有

■供給食数：370食
　　　　　【幼１・小１・中１】

■建築年度：Ｈ４
■耐震：有

■供給食数：350食 【小２・中１】
■建築年度：Ｈ15
■耐震：有

施設設備など地産地消率などＨ20年度の決算額

■人件費・施設整備費・
　光熱水費など

■給食の材料費

■人件費・施設整備費・
　光熱水費など

■給食の材料費

■人件費・施設整備費・
　光熱水費など

■給食の材料費

■人件費・施設整備費・
　光熱水費など

■給食の材料費

給食費

■前年度の給食の材料費のみを給食数で割って算出(１食当たり)
データで見る

　　　　 各給食センター

Ｄａｔａ
91,811,148円

52,772,370円

32,780,448円

■未収金総額…14,764,008円  
  Ｈ20年度分… 3,373,385円　過年度分…11,390,623円

43,186,034円

18,141,876円

12,660,542円

18,611,264円

12,371,168円

※炊飯業務有り

※炊飯業務無し

(業者に委託)

米は100％

味噌・ミカン
シイラ・ピーマン
サツマイモなど
■重量比で約10％
■量販店で仕入れ
　対象／香南市

米は100％

味噌・ミカン・オクラ
えんどう・はちく
なす・大根・キュウリ
リュウキュウ・
サツマイモ・トマト
タケノコ・ショウガ
タマネギ・シイラなど
■重量比で約19％

米は100％

味噌・ミカン・スイカ
メロン・おくら・なす
トマト・大根・キュウリ
ワラビ・サツマイモ
タケノコ・えんどう
シイラなど
■重量比で約23％

米は100％

味噌・ミカン・ニラ
ピーマン・ショウガ
インゲン・サトイモ
ラッキョウ・タマネギ
チリメンジャコ・シイラ
ホウレンソウなど
■重量比で約５％
■量販店から仕入れ
　対象／香南市

■直販所から仕入れ
  対象／香我美町

■ＪＡ土佐香美夜須女性部会　
　対象／夜須町

■調理員数　17人

■調理員数　 7人

※炊飯業務無し

(業者に委託)

■調理員数　 5人

※炊飯業務有り

■調理員数　 5人

※
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未整備

　施設設備の老朽化が激しい「野市給食センターの早急な改築」は、合併前の旧野市町からの課題でした。

 これを旧５町村の合併協議会から引継ぎ、合併後は赤岡・吉川給食センター(Ｈ15年８月改築)を除く３センター

の施設の改善をどのように行うかの検討を始めました。

　市では、平成20年より「野市給食センターの現在地での改築」とそれに続く香我美、夜須の給食センターの施設

整備の老朽化と平成22年３月の自衛隊開所に伴う児童生徒の増加への対応として「野市・香我美・夜須を統合した

給食センターの可能性」を検討しました。

　平成15年に、病原性大腸菌Ｏ157の多発などにより一部改正された

(ドライシステム化、汚染地区と非汚染地区の区分)国の定める「学校

給食衛生管理基準」を満たす敷地面積は、現在の約４倍。

　野市小学校に隣接し、給食センターから町内各学校への配送効率か

らも最も効率的な位置にありますが、必要面積を確保するには同校の

グランドを大きく改変しなければなりません。また、野市保育所の給

食室の建築やグランドに隣接する児童クラブの増設という課題も抱

えています。

　用地を購入し、基準に合わせた施設を建築すると、総建築費は約13

億１千万円、市の負担額で約11億円が試算されました。

　これは、状況は違っても野市に続いて改築する必要のある香我美・

夜須給食センターについても同様の問題が想定されています。

 そのうえ、各給食センターの改築期間中は、長期にわたり給食を提供

することができなくなるのも問題点です。

　新たな給食センターを建築する場合、国の定める「学校給食衛生管理基準」

を満たさなくてはなりません。

　今後、香我美・夜須の各施設の改善を考えた場合、それぞれに新たな用地

が必要となり、改築費もそれぞれに必要です。

　そこで、この機会に地価の安い香我美町徳王子の民間企業駐車場用地を

候補地に合併後10年間の建設事業に使える「合併特例債」を利用し、赤岡・吉

川を除く３カ所の給食センターを国の基準に合った統合給食センターとし

て整備することを検討しました。そして、より安全・安心・衛生的で建設中も

安定した給食を供給することを計画するものです。

　給食センター建設事業費を市の負担金額で比較すると、個別建設は約17

億円、総合建設では約４億円です。これは、香南市の税金収入などの財源か

らの持ち出しを約13億円縮減できる見込みで（下表①）、さらに、建設後の光

熱水費などのランニングコストは、給食センターの総合建設は個別建設に

比べ年間450万円程度の削減ができる試算となっています。

野 市 香我美 夜 須 ３施設合計 差　額

建築事業費

用地購入費

市の負担額

香南市統合（千円）

1,304,000

   21,000

  433,682

1,013,328

  300,000

1,107,997

536,687

未定　

416,465

300,436

未定　 

233,129

1,850,451

  300,000

1,757,591

  546,451

  279,000

1,323,909

①香南市統合の場合のみ合併特例債が使えるとした場合

未整備

未整備

整備済
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